
「英米目録規則,第2版」の中

で用 い られている"identify"
なる語の意義について

西 澤 秀 正

序説 目録法上の用語としての"identify"の語義を検討する意義

｢英米目録規則,第 2版｣注1 (以後 ｢AACR2｣という汗 には,-?identify"なる

語が処々で用いられている｡元来"idehtify"なる語は,意訳しない限り,日本

語になりにくい語である.目録法上の用語として見たと卓も同様のことが言え

る｡

"identify"なる語は,AACR2では,mainentry(基本記入),accesspoint

(アクセス･ポイントう,unifom title(統一タイトル)などの用語の定義などの中

で用いられている｡これらの用語は,AACRZを理解するためには,きわめ

て重要な語であり,さらにこれらの用語を的確に理解するためには,是非とも

これらの用語の定義め中で用いられている"identify"なる語の意義を正確に把

握する必要がある｡

そこで,AACR2の中で用いられている"identify"なる語の目録法上の真の

意義を検討して,AACR2の書誌記述 (bibliographicdescription)の意義の理

解に努めると同時に,この検討の観点から,AACR2と r日本目線規則,新

版予備版｣注2(以後 ｢NCR新版｣という｡)とを比較検討してみたい｡

1 AACR2における"identify"なる語の用例

AACR2の中で,実際に"identify"なる語が現れている例を,日本図書館協

会版の日本語訳R3を付して,次にそのいくつかを挙げた｡
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例 1 Mainentry.Thecompletecataloguerecordofan item,presentedin

theformbywhichtheentityistdbeuniformlyidentifiedandbited･注la

(基本記入) 実体 (entity)が統一的に箪型かつ引用できる形式で表示され

た,記述対象の完全な目録記録｡注3a I

例 2 Accesspoint.Aname,term,code,etc.,underwhichabibliographic

recordmaybes_earchedandidentified･iilb

(アクセスポイント)-そのもとで,書誌レコー ドを探索し識別することので

きる名称,用語,コー ドなど｡注3b

例 3 Uniform title.1.Theparticulartitlebywhichaworkthathas

appearedundervaryingtitlesistobeidentifiedforcataloguingpurposesや C

(統一タイトル) 1.種々の統一タイ トルで刊行されている著作を,目録

する上で,識別するための特定のタイトル.注3C

注 上例において,"identify"なる語と日本語訳の "識別"なる議のアンダーライ

ンは,筆者によるものである｡

以上のアンダーラインが示しているとおり,"identify"なる語は,"識別"

と訳きれている｡わが国の図書館界では,日録法上の用語としての"identify"

なる語を,"識別する"と訳している場合が多い｡

AACR2の ｢mainentry｣などの用語の定義などの中で用いられている

"identify"とその訳語の "識別"なる語について,まず第-に言語的な語義の

考察を試みた上で,t次に目録法上の意義を検討したい｡ !

､

2･"識別"及び"identify"の語義について

"識別"なる語の国語的な意義について,｢日本国語大辞典｣注4によると,汰

のとおりである｡

｢見分けること｡判別すること｡また,その能力｡｣と記載され,さらに ｢民

法 (明治29年法律第89号)第245条｣の用例や･｢吾輩は猫である (夏目淑石著)二｣

の中の用例などが挙げられている｡
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国語の "識別"なる語は,｢善悪の識別がつかない｣とか,｢雌雄を識別す

る｣とか,あるいは ｢交通信号の赤青を識別する｣とかというように用いられ

ている｡すなわち,違いを兄いだして区別することである｡｢民法第245条｣の

:用例は,｢前二条ノ規定ハ各別ノ所有者二属スル物力混和シテ,識別スルコト

能ハサルニ至りタル場合二之ヲ準用ス｣と記されている｡この "識別"の意味

は,｢別々の所有者に属する物が混じり合って,そのいずれが何人の所有に属
ヽヽヽヽヽヽ

するかを判別できない｣という意味である｡また,｢吾輩は猫である 二｣の

用例は,｢吾等の性質は無論相貌の末を識別する事すら到底できぬのは気の毒

だ｣と記されている｡この `̀識別"の意味は,｢われら,すなわち猫属の性質

は十匹十色であるのはもちろんのこと,目つき,鼻つき,毛並みなどに至るも,
ヽヽヽヽヽヽヽヽ

それぞれ異なるが,気の毒なことに人間たちはその見分けがつかない｣という

意味である｡

これに対 して,"identify"なる語の英語の語義について,｢TheOxfordEn-

glishdictionary｣注5によると,｢Identify,V･- 1･trans･Tomakeidentical(

with,Itosomething)inthoughtorinreality;toconsider,regard,ortreatas

thesame.b.Tomakeoneininterest,feeling,principle,action,etc.m'th;to

associateinseparably.Chieflyrefl.andpassz've.

Ic.･- 〔注,廃語につき省略〕2.Todetermine(something)tobethesamewith

somethingconceived,known,asserted,etc.;todetermineorestablishthe

identityof;toascertainorestablishwhatagiventhingorwhoagivenper-

sonis;inNat.Hist.toreferaspecimentoitsproperspecies.b.Toserveas

ameansofidentificationfor.｣と記載されている｡

`̀identify"なる語については,わが国のいずれの英和辞典も,OEDのそれ

ぞれの語義に対応して,同一の意味のことが記載されている｡例えば,OED

の ｢1｣の語義に対 しては,｢小学館ランダムハウス｣注6は,｢2同一視する,

同じ物として取り扱う｣と記載し,また ｢研究社新英和｣注7は,｢3同一のも

のとみなす,同一視する｣と記載している｡
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次に,OEDの ｢lb｣の語義に対 しては,｢小学館ランダムハウス｣は,

｢3((再帰的または受身で))(感情 ･利害･行動などを)-と共にする,結び付く

((通例witLを伴う))｣と記載し,また ｢研究社新英和｣は,｢5 〔通例-oneself

またはPassiveで〕〔-と〕提携する,結びつく,仲間に入れる;〔-に〕関係

〔共鳴〕する 〔with〕｣と記載している｡

さらに,OEDの ｢2｣の語義に対 しては,｢小学館ランダムハウス｣は,

｢6確認に役だつ｣と記載し,また ｢研究社新英和｣は,｢3同一のものとみな

す,同一視する｣なる語義の後に,｢見分けるのに役立つ｣と記載している｡

以上のとおり,わが国の英和辞典には,OEDのそれぞれの語義に対応して,

同一の意味が掲げられている.

また,OEDの ｢2｣の語義の後半には,｢inNat.Hist.toreferaspeciemen

toitsproperspecies.｣と記載されている｡この語義は,｢動植物学,鉱物学

など (naturalhistory)では,問題とする標本をその固有の種群の中にその位
ヽヽヽヽヽヽヽヽ

置を与える｣ということで,問題とする標本が,既知の種と全く同一であるこ
ヽヽヽヽヽヽ
とを確かめることをいうのである｡●これについて,｢小学館ランダムハウス｣

や ｢研究社新英和｣は,ともに ｢〔生物〕同定する｣という用語で記載され

続いてその用語の説明として,｢小学館ランダムハウス｣は,｢動植物の種 ･属

などを決定する｣との,また ｢研究社新英和｣は,｢動植物が何属 ･何種に属

するかを決定する｣との語義が付け加えられている｡

なお,わが国の英和辞典には,"identify"の自動詞としての語義が記載され

ているoこの自動詞の語義について,｢小学館ランダムハウス｣は,｢V.i.同一

化する,一体となる｣と,また ｢研究社新英和｣は,｢V.i.(他人の立場に身をお

いて)〔他人と〕自己を同一視する,一体となる,共鳴する,同感する 〔with〕;

(意見などが)一致する｣と,それぞれ記載している｡

oEDには,この自動詞の語義の記載がなく,そのSupplement注8において,

この自動詞の語義が現れ,次のように記載されている (注,アンダーラインは筆

者によるもの)0
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｢Eoidu fyoneselfwith:also,tomodeloneselfon,esp.unconsciously;to

feeloneselftobeassociatedwithorpartof;freq.absol.withellipsisofthe

refl.prom.Alsooccas.intr.,toperfom orundergosuchaprocesswithregard

to50methingunspecified.｣

また,わが国の英和辞典には,心理学上の用語の語義として,｢小学館ラン

ダムハウス｣は,｢〔心理〕同一視する :人または自分を他の人またはグループ

と同一視する｣と,また ｢研究社新英和｣は,｢〔精神分析〕(自己と他人を)同

一化する｣と,それぞれ記載している.

OEDには,この語義の記載がなく,そのSupplementにおいて,"identify"

の名詞形"identification"の語の中で,同意義のことが記載されている｡

以上のとおり,OEDとわが国の英和辞典では,"identify"の語義について,

その語義の提示の仕方や順序に若干の相違はあるにしても,基本的な語義につ

いては,全く同一に記載されている｡

以上のとおり,英語の"identify"なる語の本義は,｢同一視する｣,｢同一の

人または物であることを見分ける (確認する)｣または ｢同じ人または物だと感

じる｣ことをいうものである｡ところが,日本語の "識別"には,｢同一視す

る｣とか,｢同じ人または物だと確認する｣とかの語義は全くなく,異質を見

分けたり,判別したりして見きわめることをいう語である｡

前述のとおり,OEDの ｢2｣の語義に対 して,｢小学館ランダムハウス｣

は ｢確認に役立つ｣また ｢研究社新英和｣は ｢見分けるのに役立つ｣なる語義

を挙げている｡.この語義について,"identify"ち "識別"ち,ともにその心理

過程の最終段階で,事象を "見分けたり",…見きわめたり"することでは同一

である｡ただ基本的に相違することは,"identify"の場合は,"同一の人また

は物であるかを判断する"心理過程を,また "識別…の場合は,…そめ人また

は物の違いを見分ける"心理過程を経た結果の心理作用である｡従って,両者

の判断の作用は全く正反対である｡

身分証明書のことをIDカー ドというときがある｡英語のⅠdentification
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cardまたはIdentitycardのことである｡IDカードとは,身分証明書携帯者が

身分証明書記載の本人であること,すなわち身分証明書記載のものとその携帯

者が同一人であることを証明するカー ドということであり,決して他の人と識

別するためのカー ドということではない｡すなわち,IDカー ド携帯者をIden-

tifyするためのカー ドであり,他の人とDistinguishするためのカー ドという

ことではない｡

このように"identify"と "識別"の語義の違いが,前述のAACR2のmain

entryなどの定義などの解釈にいかなる影響を及ぼすかを次に検討したい｡

3 AACR2の mainentryなどの定義などの中で用いられている"identify"

の目録法上の意義について

AACR2のmainentryなる用語の定義は,第 1節においても提示したが,

再度次に掲げる｡

｢Mainentry･Thecompletecataloguerecordofanitem,presentedinthe

formbywhichtheentityistobeunifomlyidentifiedandcited.｣

この定義を正確に理解するためには,この中で用いられている"identify"な

る語を,通例に従って,"識別する"と意訳すべきではなく,前節で述べたと

おり,その本義に基づいて訳すことが正当であり,かつそうすることによって,

この定義の真義を理解することができるものと考える｡すなわち,

｢基本記入とは,ある資料の完全な目録記録で,その資料の実体が一様に確認,

かつ引用される形式で表示されたもの｣という意である｡言い換えれば,目録

記録は,目録を採られた資料の実体と同一視されるものであるということであ

り,または目録を採られた資料のいくつかの属性を表現したもの,極言すれば,

目録を採られた資料の属性の総和を表現したものということである｡決して,

他の資料または書誌記述と識別するための完全な目録記録という意ではない｡

この定義でいう (すなわち,AACR2でいう)目録記録 (cataloguerecord)と

は,書誌記述 (bibliographicdeSCription)とアクセス ･ポイント(acceSSpOint)
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とから成るものである｡

この目録記録の作業には,二つの操作がある｡その一つは,目録が採られる

資料について,その資料だということが明確に確認できるように,すなわち

"identify''できるように書記記述を作成することである｡しかも,その"iden-

tify"が,前述のmainentryの定義にもあるように,一様に (uniformly)ide益･

tifyできるように書誌記述が作成されるということである｡もう一つの操作は,

目録が採られたそれぞれの書誌記述について,所定の目録体系の中の位置を定

める,すなわち排列をきめるための,またはコンピュータを介して検索するた

めのアクセス ･ポイントを選定し,かつその形をきめることである｡

AACR2は,2部から成り,第 1部は,目録が採られる資料を"id占ntify"す

るための書誌記述の作成規則を扱い,第 2部は,この書誌記述を探索する-ため

のアクセス ･ポイントの選定などの規則を扱っている｡すなわち,目録記録を

探し求めるものは,このアクセス ･ポイントを利用して,個々の書誌記述のも

とへ導かれ,そしてその書誌記述が自己の探索する資料であるか一どうかを

"identify"して利用する訳である｡

書誌記述については,AACR2は,資料をidentifyするための規則となっ

ているが,これに対してNCR新版は,次のとおり,目録が採られる資料を他

の図書から識別するという考え方を示す規則となっている｡すなわち,

｢1.7 記述の目的 記述の目的は,ある図書について,その図舌の書誌的
ヽヽヽヽヽヽヽ

事項,形態等を記録し,これによって,その図書を他から識別することにあ

るO'｣
ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ

｢2.1.1 記述の範囲 ある図書を他の図書から識別する第1の要素は書
ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ

名である｡しかし,同一書名の他の図書から,あるいは同一著作の他の版から･
ヽヽヽヽ
識別するためには,著者,版次,出版者,出版年,ページ数,大きさ等につい

ての記載が必要である｡-｣

｢5. 2. 1.3 (個別化の困難な誌名) ｢会報｣,｢月報｣,｢紀要｣,｢報告｣,
ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ ヽヽ

｢研究報告｣,｢技術報告｣等,その名称のみでは識別に困難な誌名には,編者
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または出版者の名称を冠して記載する｡｣
ヽヽヽヽヽヽヽ

｢5.2.2 副誌名 副誌名は,その逐次刊行物を他から識別するのに必要

な場合にかぎって,誌名につづけて記載する｡｣(注,傍点は筆者によるもの｡)

書誌記述について,AACR2は"identify"の考え方が採られているのに対し

て,NCR新版では,少くても規則の条文から窺うと,目録が採られる資料と

他の資料とを識別するという考え方が採られている｡

書誌記述の規則について,目録が採られる資料を"identify''するという考え

方を基底において規則がたてられ,これに基づいて書誌記述を作成 した結果,

他の資料から識別することができるということと,当初から他から識別すると

いう考え方を基底において,規則をたてるということとの間では,規則の条文

の表現において,異同が生 じてくることは当然である｡

今回は,序説で述べたとおり,"identify"の目録法上の意義を検討 して,

AACR2の書誌記述の在り方を考えることを目的としたものである｡従って,

前述のAACR2とNCR新版の規則の間に生じている異同を詳述したり,その

是非などを論述しようとしたものではない｡また,"identify"の意義の検討の
I

ために,AACR2の mainentryの定義の解釈を試みたが,これも決 して,

AACR2はmainentry方式を前提とした規則であることに対して,NCR新版

は記述ユニッ ト･カー ド方式を採る,いわゆるAACR2のいうalternative

entry方式を採る規則であることの相違やその是非などを論述しようとしたも

のでもない｡これらの点については,機会を得て別に稿を起したい｡
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